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周年記念式典開催
水上村へ　

岩野村、江代村、湯山村が合併
し、120周年を迎えました　～

　

11
月
８
日
、
水
上
村
立
村
民
体
育
館
に
お
い
て
午
前
10
時
か

ら
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
被
表
彰
者
、
来
賓
１
５
４
人
が
出
席
し
、
村
制
発

展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
輩
各
位
と
村
民
皆
様
の
御
努
力
に
深
い

敬
意
と
感
謝
を
こ
め
、
こ
れ
か
ら
の
水
上
村
の
発
展
に
向
け
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
西
野
健
教
育
長
の
開
式
で
始
ま
り
、

　

中
嶽
弘
継
村
長
は
式
辞
で
「
１
２
０
年
と
い
う
長
い
歳
月
に

は
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
激
動
の
時
代
を
経
験
す
る
な
ど
数

多
く
の
問
題
が
発
生
す
る
な
か
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
、
歴
代

村
長
、
村
議
会
議
員
、
そ
の
他
多
く
の
先
輩
た
ち
の
英
知
の
結

集
と
、住
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

優
れ
た
伝
統
文
化
と
数
々
の
業
績
を
創
り
出
し
、
今
日
の
水
上

村
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
重
要
な
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
、
元
気
で
輝
く
村

を
目
指
し
、
地
方
自
治
発
展
と
住
民
福
祉
向
上
に
全
力
を
挙

げ
、
美
し
い
自
然
と
優
れ
た
文
化
を
守
り
育
て
、
豊
か
で
住
み

よ
い
村
づ
く
り
に
更
に
ま
い
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
本
村

の
各
種
事
業
が
こ
こ
ま
で
推
進
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
多
大
な

御
支
援
と
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
国
及
び
県
御
当
局
を
は

じ
め
、
村
議
会
、
村
民
の
皆
様
の
御
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

富山憲治村議会議長　挨拶

感謝状贈呈
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水上村制施行 120 
元気で輝く

～　明治28年11月 28日に 
“水上村” として誕生 

　

富
山
憲
治
村
議
会
議
長
は
挨
拶
で
「
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
担

い
責
任
を
果
た
し
、
自
立
性
を
高
め
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
村
が
２
０
０

周
年
、
３
０
０
周
年
と
永
遠
に
続
く
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、

馬
場
成
志
参
議
院
議
員
、
松
田
三
郎
県
議
会
議
長
、
福
山
武
彦

県
南
広
域
本
部
球
磨
地
域
振
興
局
長
、
球
磨
郡
町
村
会
長
の
松

本
照
彦
多
良
木
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
村
発
展
や
教
育
行
政
、
明
正
選
挙
、
行
財
政
、

農
政
振
興
、
消
防
行
政
、
村
有
林
管
理
、
社
会
福
祉
向
上
、
交

通
安
全
、
寄
附
寄
贈
、
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
79
人
に
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
成
尾
政
紀
元
村

長
か
ら
「
村
民
の
方
々
や
関
係
各
位
の
格
段
の
ご
支
援
に
よ
る

も
の
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
２
０
周
年
を
記
念
し
、「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
村
内
小
中
学

校
に
募
集
し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
応
募
数
１
０
４
点
の

中
か
ら
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ
た
５
名
を
式
典
に
お
い
て
表
彰

し
ま
し
た
。

　

水
上
村
民
憲
章
を
田
島
淳
一
企
画
観
光
課
長
と
出
席
者
と
共

に
唱
和
を
行
い
、
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

被表彰者謝辞　成尾政紀氏

作文コンクール 優秀賞表彰



　
十
月
二
十
五
日
（
日
）、
村
民
体
育
館
に
お
い
て
「
水
上
村
福
祉
と
文

化
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。開
会
式
で
は
、各
種
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
合
唱
や
ダ
ン
ス
、
漫
才
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が

あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
内
に
は
陶
芸
や
木
工
品
、
小
中
学
生
の
書
道
や
絵
な
ど
の

展
示
が
あ
り
、
来
場
し
た
人
た
ち
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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第24回　水上村消防団消防ポンプ操法大会
　11月 1日（日）湯山汗ノ原親水公園駐車場を会場に消防ポンプ操法大会が開催されました。
　小型ポンプの部に 13チーム、自動車ポンプの部に
1チームが出場し、各班とも優劣付けがたい操法が繰
り広げられました。
　その結果、小型ポンプの部において湯山覚井班が見
事六連覇を成し遂げ、来年実施される球磨郡消防ポン
プ操法大会への出場券を獲得しました。ポンプ自動車
の部は上楠班のみの出場となりましたが、郡大会を見
据えた素晴らしい操法が披露されました。
　競技の結果は以下のとおりです。

小型ポンプの部
　優　勝　湯山覚井班
　準優勝　北目班
　３　位　神揚班
　個人賞（三番員）　神揚班　椎葉正和

第９回　上球磨地区屋内消火栓操法大会
　11月 7日（土）上球磨消防署を会場に上球磨地区屋内消火栓操法大会が開催されました。
この大会は各事業所の屋内消火栓の取扱い技術の向上を図ることを目的として、2年に 1回上
球磨消防署主催により開催されるものです。今年は、男子の部に17チーム、女子の部に11チー
ムが出場し、本村からは水上村役場女性消防
隊が初出場し、見事3位という素晴らしい成
績を収められました。

優勝した湯山覚井班

3位になった水上村役場女性消防隊
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岩野小
実り実り多多き体験活動き体験活動

　５・６年生は、６月に田植え、10月に稲刈り、そして 11月５日
に脱穀をＪＡ球磨青壮年部の方々のご協力のもとに体験しました。
　児童は、手作業での植え付けや鎌での刈り取り、足踏み脱穀機で
の脱穀など昔の米づくりの作業とともに、機械による今の米づくり
の作業も体験しました。
　この体験を通して、食への認識や環境保全の大切さ、勤労の喜び、
水上村への誇り、感謝の心など多くのことを深めました。

「水上村福祉と文化の集い」に参加しました「水上村福祉と文化の集い」に参加しました
　10月 25日（日）に行われた「水上村福祉と文化の集い」に岩野小
学校の全学年の児童が参加しました。
　１・２年児童は、「360°」と「くまこい六調子」の曲に合わせた表現、
３～６年児童は、「レット・イット・ゴー」と「千本桜」の鼓笛演奏
を披露しました。披露後、村民の方々から送られた大きな拍手は、児
童に自信と満足感を与えるものでした。そして、村民と学校のきずな
を一層深めた取組にもなったように感じました。

「岩野っ子タイムトンネル」　～地域と連携した教育～「岩野っ子タイムトンネル」　～地域と連携した教育～
　10月 30日（金）、「岩野っ子タイムトンネル」を実施しました。本行事は、
今年度で 23 回目を迎える岩野小学校の伝統行事となっています。当日は、
人づくり振興会長の坂口守雄様をはじめ、会員や地域の方々、球磨地域振興
局林務課の犬童基之様を講師としてお招きし、竹細工やわら細工、木工、お
手玉、絵手紙、押し花、折り紙、リサイクルで創作、ぬいぐるみ製作、おや
つ作りに分かれて、地域の伝統的技能や創造性に富んだ作品作りが行われま
した。熱心なご指導のおかげで、児童はその出来映えに大変満足そうでした。
また、地域の方との結びつきを深めていました。
　その後、ＪＡ球磨の青壮年部・女性の会の方々に早朝より作っていただい
た「おにぎりと豚汁、漬け物」を参加者全員（総勢約 200 人）でおいしくい
ただきました。
　本取組に向けた事前の打ち合わせや準備等にご尽力いただきました方々に
心より感謝いたしますとともに、今後も地域に開かれた学校として、地域の
方々や各種主団体との連携を密にしていきます。

秋探しの探検秋探しの探検
　11 月６日（金）、１・
２年生 27 人は、ほいほ
い広場に「秋探し」に出
かけました。
　気持ちの良い秋空の下、子どもたちは思い思いの
木の葉や実、枝などを集め、秋を満喫していました。
　また、当日は、全児童を対象とした「お弁当プロ
ジェクト」が実施されました。３年生以上は犬童球
渓音楽祭の後、１・２年生は秋探し探検の後に、朝
から保護者の方と共に作ったお弁当をおいしそうに
食べていました。「食」に対する関心や家族への感
謝心が高まったことと思います。

犬童球渓音楽祭参加犬童球渓音楽祭参加
　11 月６日（金）、人吉カルチャーパ
レスにて行われた「犬童球渓音楽祭」に、
岩野小学校の３年以上 57人が出演しま
した。大勢の人前での発表で、緊張の
色を隠せない子どもたちでしたが、演
奏終了後の割れんばかりの拍手に、全
ての子どもに満面の笑みが見られまし
た。子どもたち
は、本取組を通
して、また一つ
自信を深めまし
た。
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　マイナンバーの通知が始まり、全住民にマイナンバーが順次通知されま
す。
　今般、新たに無料の「マイナンバー総合フリーダイヤル」が開設されま
したので、ご利用いただきますようおねがいいたします。

マイナンバー総合フリーダイヤル
０１２０－９５－０１７８（無料）

●「通知カード」「個人番号カード」に関することや、その
他マイナンバー制度に関するお問合せにお答えします。

●音声ガイダンスに従って、お聞きになりたい情報のメ
ニューを選択してください。

　　　　　　　・　平日 9:30～22:00　土日祝 9:30～17:30
　　　　　　　　（年末年始12月29日～1月3日を除く）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合（有料）
　・マイナンバー制度に関すること　　　　　　　　　050-3816-9405
　・「通知カード」「個人番号カード」に関すること　050-3818-1250

※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応のフリーダイヤル
　・マイナンバー制度に関すること　　　　　　　　　0120-0178-26
　・「通知カード」「個人番号カード」に関すること　0120-0178-27

【問合せ先】
水上村役場住民福祉課　担当：加藤
　　TEL４４－０３１３

新たな「マイナンバー総合フリーダイヤル」の開設について
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　村の家計簿
１．平成27年度上半期　村の財政事情
　（1）一般会計　予算総額27億3,034万円（平成26年度からの繰越明許費を含む）
　　〔1〕歳入 （単位：千円）

款　　　　　別 説　　　　　　明
予算額（Ａ） 収入済額（Ｂ） 収 納 率
金額 構成比 金額 構成比 （Ｂ）/（Ａ）

1 村 税 村民から納付された税金 199,296 7.299% 102,897 5.945% 51.6%
2 地 方 譲 与 税 国税の中から、基準により譲与される税金 36,201 1.326% 11,135 0.643% 30.8%
3 利 子 割 交 付 金 県民税の利子を按分して村に交付 150 0.005% 82 0.005% 54.7%
4 配 当 割 交 付 金 　〃　の株式配当分を案分して村に交付 150 0.005% 191 0.011% 127.3%
5 株式等譲渡所得割交付金 　〃　の譲渡所得割分を案分して交付 50 0.002% 0 0.000% 0.0%
6 地方消費税交付金 村への消費税交付金 23,000 0.842% 23,801 1.375% 103.5%
7 自動車取得税交付金 県に納付された自動車取得税の 70％を交付 2,500 0.092% 1,557 0.090% 62.3%
8 地 方 特 例 交 付 金 地方税の減税分の補填交付金 200 0.007% 512 0.030% 256.0%
9 地 方 交 付 税 国から交付される 1,403,799 51.415% 1,096,110 63.334% 78.1%
10 交通安全対策特別交付金 村の交通安全対策への交付金 200 0.007% 0 0.000% 0.0%
11 分担金及び負担金 保育料などの分担金 17,869 0.654% 9,768 0.564% 54.7%
12 使用料及び手数料 公営住宅などの施設使用料 28,487 1.043% 13,151 0.760% 46.2%
13 国 庫 支 出 金 国が交付する補助金など 296,365 10.855% 141,630 8.183% 47.8%
14 県 支 出 金 県が交付する補助金など 169,648 6.213% 13,553 0.783% 8.0%
15 財 産 収 入 村有財産の売り払い収入など 32,940 1.206% 19,584 1.132% 59.5%
16 寄 附 金 一般寄付金等 923 0.034% 531 0.031% 57.5%
17 繰 入 金 基金からの繰り入れ金 52,415 1.920% 2,832 0.164% 5.4%
18 繰 越 金 前年度からの繰越金 203,223 7.443% 270,691 15.641% 133.2%
19 諸 収 入 コピー使用料等の雑収入 30,324 1.111% 14,756 0.853% 48.7%
20 村 債 国などから借り入れた借金 232,600 8.519% 7,900 0.456% 3.4%
歳　入　合　計 2,730,340 1,730,681 63.4%

　　〔2〕歳出 （単位：千円）

款　　　　　別 説　　　　　　明
予算額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 支出率
金額 構成比 金額 構成比 （Ｂ）/（Ａ）

1 議 会 費 議会開催、議員活動など 73,454 2.69% 35,341 2.96% 48.11%
2 総 務 費 村有林管理、交通安全・防犯対策など 397,642 14.56% 125,252 10.50% 31.50%
3 民 生 費 高齢者・障害者福祉、保育所運営など 466,662 17.09% 251,559 21.09% 53.91%
4 衛 生 費 ごみ処理・住民検診など 156,780 5.74% 68,092 5.71% 43.43%
5 労 働 費 1 0.00% 0 0.00% 0.00%
6 農 林 水 産 業 費 農林業振興、農地・森林整備など 245,769 9.00% 94,939 7.96% 38.63%
7 商 工 費 商工業・観光振興、公園管理など 147,407 5.40% 63,749 5.35% 43.25%
8 土 木 費 道路、河川、住宅の整備・管理など 378,421 13.86% 113,342 9.50% 29.95%
9 消 防 費 消防団の活動・災害対策など 71,937 2.63% 43,707 3.67% 60.76%
10 教 育 費 学校教育・社会教育など 326,216 11.95% 133,020 11.15% 40.78%
11 災 害 復 旧 費 道路・河川、農地・林道などの災害復旧 141,308 5.18% 107,068 8.98% 75.77%
12 公 債 費 借金の返済 319,741 11.71% 156,442 13.12% 48.93%
13 諸 支 出 金 2 0.00% 0 0.00% 0.00%
14 予 備 費 5,000 0.18% 0 0.00% 0.00%
歳　出　合　計 2,730,340 1,192,511 43.68%
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　（2）平成 27年度上半期までの収納支出額総括表
（単位：千円）

会 計 別 　 区　　　 分　 予 算 現 額 収 納又は支出
予算現額に対す
る収納・支出残額
（繰越明許費を含む）

予算現額
に対する
収納支出
の 比 率

一 般 会 計

歳　　　　　　 入 2,730,340 1,730,681 999,659 63.39%

歳　　　　　　 出 2,730,340 1,192,511 1,537,829 43.68%

歳入歳出差し引残額 538,170

国民健康保
険特別会計
（事業勘定）

歳　　　　　　 入 423,937 219,293 204,644 51.73%

歳　　　　　　 出 423,937 149,184 274,753 35.19%

歳入歳出差し引残額 70,109

国民健康保
険特別会計
（直診勘定）

歳　　　　　　 入 6,925 3,259 3,666 47.06%

歳　　　　　　 出 6,925 2,475 4,450 35.74%

歳入歳出差し引残額 784

簡易水道事
業特別会計

歳　　　　　　 入 38,400 26,458 11,942 68.90%

歳　　　　　　 出 38,400 16,219 22,181 42.24%

歳入歳出差し引残額 10,239

農業集落排水  
事業特別会計

歳　　　　　　 入 58,000 51,024 6,976 87.97%

歳　　　　　　 出 58,000 23,919 34,081 41.24%

歳入歳出差し引残額 27,105

下水道事業
特 別 会 計

歳　　　　　　 入 34,800 29,211 5,589 83.94%

歳　　　　　　 出 34,800 17,079 17,721 49.08%

歳入歳出差し引残額 12,132

介 護 保 険
特 別 会 計

歳　　　　　　 入 357,426 204,817 152,609 57.30%

歳　　　　　　 出 357,426 134,317 223,109 37.58%

歳入歳出差し引残額 70,500

林業集落排水
事業特別会計

歳　　　　　　 入 5,650 5,246 404 92.85%

歳　　　　　　 出 5,650 1,921 3,729 34.00%

歳入歳出差し引残額 3,325

後期高齢者医
療特別会計

歳　　　　　　 入 31,454 25,149 6,305 79.95%

歳　　　　　　 出 31,454 4,954 26,500 15.75%

歳入歳出差し引残額 20,195

総 計

歳　　　　　　 入 3,686,932 2,295,138 1,391,794 62.25%

歳　　　　　　 出 3,686,932 1,542,579 2,144,353 41.84%

歳入歳出差し引残額 752,559
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2．村民一人あたりの税負担額（単位：円）
税　　目 細　別 平成25年度 平成２6年度 平成２7年度

村 民 税 個人分 17,971 18,911 20,544

固定資産税
国・県・九電分除く 22,750 23,375 23,177

国・県・九電分含む 59,913 59,536 59,331

軽自動車税 2,779 2,900 3,068

た ば こ 税 2,058 2,086 2,313

入 湯 税 309 313 321

国民健康保険税 23,473 24,909 23,577

※各年度分については、調定額により算出。

3．公有財産の状況
　（1）土地及び建物　　平成27年９月末現在

区　　　分 土地面積（㎡） 建物面積（㎡）

公　
　
　
　
　

有　
　
　
　
　

財　
　
　
　
　

産

行　
　

政　
　

財　
　

産

本 庁 舎 6,111.8 1,673.2
その他の施設 9,750.0 4,173.4

公 

用 

財 

産

学 校 49,231.3 15,434.1
公 営 住 宅 32,798.8 7,332.6
公 園 79,012.4 0.0
その他の施設 61,177.0 3,599.3
山 林 490,812.0 0.0
計 728,893.3 32,212.6

普　

通　

財　

産

公 園 99,815.4 3,180.6
その他の施設 37,145.7 4,573.8
山 林 19,017,231.0 0.0
その他の土地 1,277,458.6 0.0

計 20,431,650.7 7,754.4
合　　　　　　計 21,160,544.0 39,967.0

　（2）公用自動車        　  平成27年９月末現在
用　途　別 台数 備　　　　　　　　　　考　（左の内訳）

連 絡 車 13 議会事務局１，総務課１，税務課２，企画観光課１，住民福祉課２，経済課２，建設課２，教育課２
貨 物 車 7 企画観光課（軽トラック）１，総務課（ワゴン）１，建設課（水道車）１，教育課（ワゴン１軽トラック３）４
特 殊 車 両 2 企画観光課（高所作業車）１，総務課（青パト）１
保 健 指 導 車 1 住民福祉課１
介 護 移 送 車 2 住民福祉課 2
マ イ ク ロ バ ス 1 教育課１
ス ク ー ル バ ス 3 教育課 3
給 食 車 1 教育課１
緊 急 自 動 車 14 消防車１，積載車 13
合　　　　計 44

４．村債及び一時借入金の現在高
　（1）村債（一般会計及び特別会計）     　　平成27年９月末現在（単位：千円）
借　　入　　先 平成26年度末現在高 平成 27年度借入額 平成27年度償還額 差引現在高

１. 政 府 資 金 2,849,155 13,300 148,192 2,714,263

内  

訳

財 政 融 資 資 金 2,540,712 13,300 110,065 2,443,947
簡 保 資 金 236,796 0 35,199 201,597
郵 便 資 金 71,647 0 2,928 68,719

２. 地方公共団体金融機構 371,203 0 19,115 352,088
３. 熊 本 県 0 0 0 0
４. その他金融機関 54,663 0 5,044 49,619
合　　　　　計 3,275,021 13,300 172,351 3,115,970

　（2）一時借入金の現在高
一  時  借  入  金 なし 平成 27 年９月末現在
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5．基金会計の残高         （単位：円）

基　　　金　　　名 平成27年３月末
現 在 高

平成 27 年度上半期増減額 平成 27年 9月末
現 在 高歳　　入　　額 歳　　出　　額

財 政 調 整 基 金 1,318,187,721 0 0 1,318,187,721

減 債 基 金 799,544,987 0 0 799,544,987

国 民 健 康 保 険
療 養 給 付 基 金 149,302,456 0 0 149,302,456

ふるさと創生基金 129,178,028 0 0 129,178,028

い き い き 人
づ く り 基 金 185,808,608 0 0 185,808,608

老人福祉対策基金 84,639,871 0 0 84,639,871

桜 オ ー ナ ー 基 金 7,730,000 0 0 7,730,000

高額療養貸付基金 1,628,487 0 0 1,628,487

土 地 開 発 基 金 85,315,322 0 0 85,315,322

古川地域開発基金 31,761,243 0 0 31,761,243

簡易水道事業基金 23,404,356 0 0 23,404,356

中 山 間 地 ふ る さ
と・水と土保全基金 3,684,037 0 0 3,684,037

被 災 家 屋 復
旧 貸 付 基 金 3,966,408 0 0 3,966,408

交通安全対策基金 1,046,453 0 0 1,046,453

下 水 道 事 業 基 金 29,798,033 0 0 29,798,033

介 護 保 険 給
付 準 備 基 金 1 0 0 1

こども育成支援基金 126,492,470 0 0 126,492,470

ふるさと応援基金 4,804,016 0 0 4,804,016

地 域 公 共 交
通 対 策 基 金 314,263,775 0 0 314,263,775

小　　計 3,300,556,272 0 0 3,300,556,272

奨 学 金 貸 与 基 金 8,287,000 4,790,070 1,320,000 11,757,070

産 業 後 継 者 育 成
奨 学 貸 付 基 金 2,450,000 0 0 2,450,000

合　　計 3,311,293,272 4,790,070 1,320,000 3,314,763,342



122015.12　広報　みずかみ

株
式
会
社
「
み
ず
か
み
」

　

経
営
状
況
調
査
等
業
務

調
査
報
告

一
．
調
査
の
目
的

　

平
成
十
五
年
五
月
に
、水
上
村
の
発
起

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
み
ず
か

み
は
、水
上
村
の
所
謂「
第
三
セ
ク
タ
ー
」

と
し
て
、十
年
以
上
に
亘
り
村
内
観
光
施

設
等
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
。経
営
状
況

は
決
し
て
良
好
と
は
言
い
難
か
っ
た
が
、

村
か
ら
の
各
種
業
務
の
受
託
や
補
助
金
・

助
成
金
の
活
用
も
あ
り
、徐
々
に
業
績
が

改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、初
の
民
間
公
募
に
よ

る
代
表
取
締
役
社
長
を
外
部
よ
り
迎
え

た
第
十
期（
平
成
二
十
四
年
五
月
期
）か

ら
第
十
二
期（
同
二
十
六
年
五
月
期
）に

か
け
て
、三
期
連
続
で
一
千
万
円
を
超
え

る
巨
額
損
失
を
計
上
し
た
。

　

本
調
査
は
、前
述
の
経
過
を
受
け
て
、

税
理
士
法
人
近
代
経
営
に
委
託
し
、第
十

期
〜
第
十
二
期
に
お
け
る
経
営
状
況
の

調
査
・
分
析
を
行
い
、今
後
の
株
式
会
社

み
ず
か
み
の
経
営
改
善
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
．
調
査
／
分
析
報
告

【
第
十
期
〜
第
十
二
期
の
実
績
概
要
】

　

調
査
／
分
析
報
告
に
入
る
前
に
、前
提

と
し
て
、第
十
期
〜
第
十
二
期
に
お
け
る

実
績
を
確
認
す
る
。次
の
図
表
は
、第
八

期
〜
第
十
二
期
の
五
期
比
較
損
益
計
算

書
で
あ
る
。（
図
表
１
）

　

売
上
高
は
年
間
一
億
二
千
万
円
程
度

で
推
移
し
て
い
る
。食
材
等
の
売
上
原
価

は
売
上
高
に
対
し
て
お
よ
そ
五
十
％
程

で
あ
り
、第
十
一
期
、第
十
二
期
は
五
十

％
を
超
え
て
い
る
。

　

人
件
費（
給
与
、賞
与
、社
会
保
険
料
等

の
法
定
福
利
費
、退
職
金
、福
利
厚
生
費
）

は
、調
査
年
度
に
お
い
て
は
売
上
高
に
対

し
て
三
十
六
％
〜
三
十
七
％
を
占
め
て

お
り
、第
八
期
や
第
九
期
と
比
較
す
る
と

や
や
高
め
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　

他
経
費（
他
販
売
管
理
費
）は
調
査
年

度
に
お
い
て
そ
の
額
を
伸
ば
し
て
お
り
、

第
十
一
期
、第
十
二
期
で
は
八
千
万
円
を

超
え
て
い
る
。

　

収
支
差
額
を
示
す
営
業
損
益
、経
常
損

益
に
お
い
て
は
、調
査
年
度
で
は
い
ず
れ

の
事
業
年
度
で
も
一
千
万
円
を
超
え
る

損
失
と
な
っ
て
お
り
、特
に
、第
十
一
期

と
第
十
二
期
で
は
、二
千
万
円
を
超
え
る

損
失
が
計
上
さ
れ
た
。

　

以
上
の
実
績
を
踏
ま
え
、報
告
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
一
）粗
利
益（
売
上
総
利
益
）調
査
／
分
析

　

第
八
期
〜
第
十
二
期
の
五
ヵ
年
間
に

お
け
る
、
売
上
原
価
並
び
に
粗
利
益
額

の
推
移
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

（
図
表
２
）

　

調
査
対
象
で
あ
る
第
十
期
〜
第
十
二

期
の
粗
利
益
額
と
粗
利
益
率
が
、
第
八
期

や
第
九
期
に
比
べ
、
金
額
・
率
共
に
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
九
期

よ
り
金
額
に
し
て
５
０
０
万
円
程
度
も

減
益
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り

詳
細
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
部

門
別
に
粗
利
益
率
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
を
、
第
九
期
を
基
準
と
し
て

比
較
し
た
。（
図
表
３
）

　

続
け
て
、
粗
利
益
率
の
変
化
が
も
た

ら
す
粗
利
益
額
へ
の
影
響
を
金
額
換
算

し
た
。（
図
表
４
）

　

図
表
４
で
示
さ
れ
た
算
出
差
額
は
、

仮
に
、
調
査
対
象
年
度
の
各
部
門
の
粗

利
益
率
が
、
基
準
と
し
た
第
九
期
と
同

様
で
あ
っ
た
場
合
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
粗
利
益
額
と
、
実
績
の
粗
利
益
額
と

の
差
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
九
期

よ
り
粗
利
益
率
が
低
下
し
た
部
門
で
は
、

算
出
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
、「
あ
め
ん
ぼ
ー
館
」
と
「
物
産
館
」

が
、
粗
利
益
率
低
下
に
よ
る
減
益
影
響

度
が
高
い
こ
と
が
表
れ
た
。

　

一
方
で
、
粗
利
益
額
の
減
少
が
粗
利

益
率
の
低
下
の
み
な
ら
ず
、
売
上
高
の
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減
少
も
そ
の
要
因
た
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
次
に
、
売
上
高
の
増
減
に

よ
る
粗
利
益
額
へ
の
影
響
を
金
額
換
算

し
て
検
証
し
た
。（
図
表
５
）

　

図
表
５
で
示
さ
れ
た
の
は
、
図
表
４

と
は
ほ
ぼ
逆
の
結
果
で
あ
っ
た
。
粗
利

益
率
低
下
に
よ
る
影
響
が
高
い
と
さ
れ

た
、「
あ
め
ん
ぼ
ー
館
」「
物
産
館
」
の

影
響
金
額
は
こ
こ
で
は
他
と
比
べ
少
額

か
む
し
ろ
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
代
わ
っ
て
、

「
山
の
幸
館
」「
キ
ャ
ン
プ
場
」「
元
湯
」

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
度
の
高
さ
が
目
立
つ
。

す
な
わ
ち
、「
山
の
幸
館
」「
キ
ャ
ン
プ
場
」

「
元
湯
」
に
お
い
て
は
、
第
九
期
と
比
べ

売
上
高
の
減
少
が
全
体
の
粗
利
益
額
減

少
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

以
上
の
図
表
４
・
５
の
結
果
を
合
算
し

た
の
が
次
の
図
表
６
で
あ
る
。
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や
や
強
引
な
見
方
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
こ
の
結
果
に
よ
る
と
、
売

上
高
の
上
位
三
部
門
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

度
が
、
全
体
の
粗
利
益
額
減
少
に
最
も

影
響
を
与
え
て
い
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
要
因
は
、「
物
産
館
」

に
お
い
て
は
利
益
率
の
低
下
で
あ
る
の

に
対
し
、「
山
の
幸
館
」「
キ
ャ
ン
プ
場
」

に
お
い
て
は
売
上
高
の
減
少
な
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
粗
利
益
額
の
改
善
に

向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
要
因
を
把
握
し
た
上
で
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
、
か
え
っ
て
誤
っ
た
結
果

を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
後
述
す
る
が
、

当
時
の
物
産
館
が
外
販
拡
大
戦
略
に
お

い
て
好
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
重
要
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
見
誤

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
年
間
で
一
千
万
円

を
超
え
る
損
失
を
計
上
す
る
こ
と
と
な

っ
た
一
因
に
、
以
前
に
比
べ
、
経
費
を

賄
う
粗
利
益
額
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
二
）増
加
経
費
調
査
／
分
析

　

利
益
の
減
少
を
も
た
ら
す
原
因
と
し

て
、
一
般
的
に
は
収
入
の
減
少
や
支
出

の
増
加
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
の
図
表
７
は
、
図
表
２
と
同
様
に
、
第

八
期
〜
第
十
二
期
の
五
ヵ
年
間
に
お
け

る
、
販
売
管
理
費
合
計
と
営
業
損
益
額

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
十
期
に
お
い
て
は
、
以
前
に
比
べ
て

売
上
高
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
販
売
管
理
費
は
増
加
し
、
第
十
一 

期
・
第
十
二
期
に
お
い
て
は
第
八
期
や
第

九
期
に
対
し
、
販
売
管
理
費
が
一
千
万

円
〜
一
千
五
百
万
円
も
増
大
し
て
お
り
、

経
費
増
に
よ
る
損
失
拡
大
も
ま
た
、
明

ら
か
で
あ
る
。
主
な
増
加
経
費
項
目
と

第
九
期
実
績
に
対
す
る
比
率
は
次
図
表

８
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

続
け
て
、
経
費
項
目
単
位
で
そ
の
増

加
要
因
を
ド
リ
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
く
。

　
【
人
件
費
】
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
調

査
／
分
析
の
項
に
お
い
て
詳
述
す
る
。

　
【
減
価
償
却
費
】
は
、
設
備
投
資
に
関

連
す
る
費
用
項
目
で
あ
る
が
、
企
業
の
損

益
計
算
に
お
い
て
は
、
取
得
し
た
資
産

の
使
用
年
数
に
応
じ
た
費
用
配
分
の
側

面
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
増
加
要
因
と

し
て
は
、
新
た
な
資
産
の
取
得
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
第
十
期
の
増
加
は
リ
ー
ス

資
産
：
①
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
約
三
百
八
十
万
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円
、
②
車
両
ラ
イ
ト
エ
ー
ス
約
二
百
九
万
円
、
③
フ

ル
カ
ラ
ー
複
合
機
約
七
十
七
万
円
の
取
得
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
期
中
取
得
に
つ
き
比
較
的
費

用
化
さ
れ
た
金
額
は
少
額
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
一

期
は
、
第
十
期
中
に
取
得
し
た
資
産
に
加
え
、
中
古

車
両
：
ハ
イ
エ
ー
ス
レ
ジ
ア
ス
約
七
十
五
万
円
の

取
得
に
よ
り
、
費
用
化
さ
れ
る
金
額
が
増
大
し
た
。

　
【
水
道
光
熱
費
】
は
第
十
一
期
・
第
十
二
期
に
お

い
て
、
以
前
よ
り
年
間
百
万
円
程
度
増
加
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
「
元
湯
」
で
利
用
す
る
Ａ
重
油
の
購
入

に
よ
る
と
こ
ろ
が
主
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
燃
料
代
単

価
が
上
昇
し
て
い
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
が
、
利
用

量
ま
で
は
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
比
較

に
は
利
用
量
の
確
認
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
【
旅
費
交
通
費
】
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

図
表
８
の
第
九
期
・
第
十
期
に
お
い
て
は
、
旅
費
交

通
費
支
出
額
の
四
割
程
度
が
通
勤
手
当
で
あ
る
。
第

十
一
期
に
な
る
と
、
通
勤
手
当
も
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
高
速
道
路
利
用
料
金
や
出
張
旅
費
が
目
立

つ
。
出
張
旅
費
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象
年
度
の
途

中
よ
り
「
出
張
費
精
算
書
」
が
精
算
時
に
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
規
程
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
部
に
出
張
日
当
・
出
張
手
当
が
記
録

さ
れ
、
申
請
者
に
支
給
さ
れ
て
い
る
。
当
時
社
長
の

岡
氏
に
つ
い
て
は
三
千
円
／
日
、
他
者
で
出
張
手
当

が
つ
い
て
い
る
場
合
、
同
一
の
方
面
で
も
一
日
単
価

が
異
な
る
な
ど
、
そ
の
基
準
に
不
審
な
点
も
見
受
け

ら
れ
る
。
出
張
日
当
や
手
当
の
金
額
が
法
的
に
、
ま

た
、
社
会
通
念
上
も
妥
当
な
金
額
で
あ
っ
た
に
せ

よ
、
経
営
状
態
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
最
中
に
新
た

な
日
当
や
手
当
を
導
入
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
、
経

営
判
断
と
し
て
の
適
正
性
は
い
か
が
な
も
の
か
。
規

程
が
整
備
さ
れ
な
い
中
で
の
公
平
性
に
も
疑
問
が

残
る
。

　
【
通
信
費
】
の
増
加
要
因
は
、
法
人
契
約
の
携
帯

電
話
利
用
料
金
で
あ
る
。
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
に
対
す
る
支

払
い
は
、
岡
氏
の
社
長
就
任
後
に
始
ま
っ
て
お
り
、

第
十
一
期
に
お
け
る
当
該
利
用
料
計
上
額
は
年
間

で
六
十
万
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
当
初
四
台
の
契
約

も
七
台
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
外
販
等
で
必
要
だ
っ

た
と
し
て
も
、
利
用
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
【
販
売
手
数
料
】
は
、
ほ
ぼ
外
販
の
た
め
の
出
店

料
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
項
で
外
販
収

支
実
績
と
あ
わ
せ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
、
経
費
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
そ
の
適
正
性

や
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
経
営
管
理
上
の
疑
問

点
が
残
る
が
、
前
項
の
粗
利
益
額
の
減
少
と
同
様

に
、
業
績
悪
化
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
中
に
は
、
広
告
宣
伝
費
の
よ
う
に
一
部
不
正
行

為
に
よ
り
不
適
切
な
支
出
が
行
わ
れ
た
も
の
も
あ

る
が
、
不
正
行
為
に
よ
る
支
出
を
も
っ
て
直
ち
に
業

績
が
悪
化
（
こ
の
場
合
経
費
支
出
の
増
加
）
し
た
要

因
と
は
言
え
な
い
。
問
題
は
、
粗
利
益
額
が
以
前
に

比
べ
て
低
下
し
て
い
た
、
ま
た
、
管
理
上
そ
の
こ
と

を
知
り
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
も
拘
ら
ず
、
粗
利
益

額
の
確
保
や
経
費
節
減
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
む

し
ろ
支
出
が
増
大
す
る
方
向
へ
経
営
判
断
が
進
め

ら
れ
た
点
に
あ
る
。
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（
三
）物
産
館
売
上
と
外
販
売
上
調
査
／
分
析

　

粗
利
益
に
関
す
る
中
で
も
述
べ
た
が
、

全
体
の
売
上
高
に
対
し
て
、
物
産
館
の
売

上
高
が
占
め
る
割
合
は
大
き
い
（
お
よ

そ
六
割
程
度
）。
そ
れ
だ
け
に
、
利
益
率

の
変
動
が
全
体
に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
物
産
館

売
上
の
中
身
（
内
容
）
が
関
係
し
て
い
る
。

次
に
示
す
の
は
、
株
式
会
社
み
ず
か
み
社

内
に
て
集
計
さ
れ
て
い
た
、
物
産
館
の

売
上
構
成
表
資
料
の
一
部
で
あ
る
。（
図

表
９
）

　

第
十
一
期
、
第
十
二
期
に
お
い
て
、

物
産
館
売
上
中
、
外
販
売
上
が
そ
の
構

成
比
率
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
二
ヵ
年
度
は
、
物
産
館
の
粗

利
益
率
が
低
下
し
、
影
響
度
が
高
か
っ

た
年
度
と
一
致
す
る
。（（
一
）粗
利
益（
売

上
総
利
益
）
調
査
／
分
析  

参
照
）

　

さ
ら
に
、
次
の
図
表
10
は
、
第
十
期

〜
第
十
二
期
に
お
け
る
外
販
収
支
を
あ

ら
た
め
て
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
推
移
表
に
よ
れ
ば
、
第

十
一
期
、
第
十
二
期
に
お
い
て
、
外
販

収
支
は
利
益
が
出
て
い
な
い
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
で
は
、
外
販
を
実
行
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
収
支
上
マ
イ
ナ
ス
が
大
き

く
な
る
こ
と
に
な
る
。
収
支
差
額
が
プ

ラ
ス
で
あ
れ
ば
薄
利
多
売
と
い
う
考
え

方
も
理
解
で
き
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ

る
以
上
、
経
営
管
理
上
は
通
常
、
撤
退

も
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
と
判
断
を

求
め
ら
れ
る
。
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス
に

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
に
粗
利
益
額

の
確
保
が
検
討
課
題
と
な
る
が
、
粗
利

益
率
も
二
十
八
％
程
度
で
あ
り
、
物
産

館
全
体
の
粗
利
益
率
よ
り
も
低
い
利
益

率
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

物
産
館
の
売
上
の
中
で
外
販
売
上
の
占

め
る
割
合
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
物

産
館
の
粗
利
益
率
は
外
販
の
利
率
に
近

づ
く
よ
う
に
低
下
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
外
販

戦
略
が
全
て
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
言
え

な
い
。
問
題
は
、
同
じ
売
上
高
に
占
め

る
外
販
売
上
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
こ

と
で
、
結
果
的
に
粗
利
益
額
が
減
少
し

た
こ
と
で
あ
り
、
売
上
高
の
み
に
着
目

す
る
な
ら
ば
、
物
産
館
は
他
部
門
と
比

べ
売
上
高
を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
る
。

た
だ
、
本
調
査
対
象
年
度
に
お
い
て
は
、

外
販
売
上
に
シ
フ
ト
し
、
館
内
物
販
売

上
等
の
他
売
上
高
が
減
少
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
粗
利
益
率
の
低
下
と
、

粗
利
益
額
の
減
少
に
至
っ
た
。
粗
利
益

額
に
着
目
す
る
と
、
外
販
以
外
の
売
上

高
を
以
前
と
同
様
に
維
持
で
き
て
い
た

な
ら
ば
、
粗
利
益
率
は
低
下
し
て
も
、
粗

利
益
額
の
減
少
に
は
至
ら
な
か
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

　

ま
た
、
全
体
で
は
収
支
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
て
の
外
販

収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
図
表
11
に
、
外
販
先
ご
と

の
収
支
実
績
を
示
す
。

　

調
査
対
象
年
度
中
、
主
な
外
販
先
で
収

支
差
額
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
、
び

ぷ
れ
す
広
場
で
の
外
販
の
み
で
あ
っ
た
。

び
ぷ
れ
す
広
場
が
外
販
先
の
中
で
最
も

売
上
高
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
割
合
は
全
外
販
中
五
十
％
程
を
占
め
、

収
支
差
額
も
三
ヶ
年
合
計
で
五
百
万
円

を
超
え
て
お
り
、
一
定
の
貢
献
が
あ
っ

た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
方
で
は
他
の
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外
販
先
は
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ

り
、
三
ヶ
年
合
計
で
外
販
収
支
差
額
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
い
う
結
果
を
も
た

ら
し
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
こ
こ
で
示
し
た
図
表

は
、
株
式
会
社
み
ず
か
み
社
内
に
て
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
を
加
工
し
て
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
を

見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
調
査
対
象
年

度
の
三
ヶ
年
の
間
に
極
端
に
収
支
状
況

が
悪
化
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
各
所

で
外
販
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
広
告

宣
伝
効
果
が
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
、
そ

れ
を
差
し
引
い
て
も
、
び
ぷ
れ
す
広
場

で
の
外
販
は
と
も
か
く
、
他
の
外
販
先

に
つ
い
て
は
、
収
支
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
継
続
す
る
か
ど
う
か
の
検
討
の
余

地
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
外
販
収
支
が
マ
イ
ナ

ス
の
状
態
で
継
続
遂
行
さ
れ
た
こ
と
は
、

会
社
全
体
の
損
失
を
大
き
く
し
、
管
理

上
、
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
だ
ろ
う
。

（
四
）人
件
費
調
査
／
分
析

　

人
件
費
（
こ
こ
で
は
給
与
、
賞
与
、
社

会
保
険
料
等
の
法
定
福
利
費
、
退
職
金
、

福
利
厚
生
費
の
合
計
）
は
、
売
上
高
の

お
よ
そ
三
十
五
％
程
度
、
原
価
以
外
の

経
費
の
中
で
も
五
十
％
以
上
を
占
め
る
、

運
営
上
重
要
な
費
用
で
あ
る
。
次
の
図

表
12
は
、
調
査
対
象
年
度
中
に
支
給
さ

れ
た
給
与
台
帳
の
情
報
か
ら
集
計
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
支
給
人
数
」
と
は
、
給
与
台
帳
上
に

支
給
額
の
記
載
が
あ
っ
た
人
員
数
で
あ

り
、「
総
労
働
時
間
」
は
、
月
給
・
日
給

計
算
対
象
者
は
出
勤
日
数
一
日
を
八
時

間
と
し
、
時
給
計
算
対
象
者
の
労
働
時

間
数
と
全
支
給
対
象
者
の
残
業
時
間
数

を
合
算
し
て
算
出
し
て
い
る
。
図
表
12

か
ら
は
、
人
件
費
支
出
が
増
大
し
た
第

十
一
期
に
お
い
て
、
正
社
員
・
準
社
員

の
数
が
増
え
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
出

が
労
働
時
間
数
と
共
に
増
大
し
て
い
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

次
の
図
表
13
は
、
労
働
時
間
一
時
間

あ
た
り
の
売
上
高
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
労
働
時
間

一
時
間
あ
た
り
の
売
上
高
は
、
第
十
二

期
は
他
の
年
度
に
比
べ
て
二
百
円
ほ
ど

伸
長
し
て
い
る
も
の
の
、
大
き
な
差
は

感
じ
ら
れ
な
い
。
第
十
一
期
に
お
い
て

何
故
こ
れ
ほ
ど
労
働
時
間
数
が
伸
び
た

の
か
、
人
員
数
の
増
加
は
一
つ
の
要
因

と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
十
二
期
は
以
前

の
状
態
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
す

る
と
、
計
画
的
な
人
員
配
置
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
内
部
で
の
検
証

も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
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に
お
い
て
は
、
第
十
一
期
が
第
十
期
に

比
べ
て
百
円
近
く
も
下
が
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
労
働
時
間
数

の
増
加
に
対
し
て
、
思
っ
た
よ
う
に
利

益
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
第
十
一
期
は
、
他
の

年
度
と
比
べ
て
効
率
が
悪
か
っ
た
、
と

言
え
る
。

　

ま
た
、
労
働
分
配
率
に
お
い
て
は
、
三

ヶ
年
中
で
も
そ
の
変
化
は
顕
著
で
あ
る
。

第
九
期
の
実
績
も
含
め
る
と
、
実
に
十
％

以
上
も
労
働
分
配
率
が
変
化
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
労
働
分
配
率
が
上
昇
す
る
こ

と
自
体
が
決
し
て
悪
い
わ
け
で
は
な
い

（※1）労働分配率 ： 付加価値（※3）に対しての人件費の
割合を示す指標。会社が生み出した価値のうち、どれだけ
人件費に分配されたかを示す。ここでは、売上高から仕入
原価を除いた価値（＝粗利益≒付加価値（※3））に対して
の人件費の割合。
（※2）労働生産性 ： 投入した労働量（人数や労働時間など）
に対して得られた生産量（付加価値（※3））の割合の指標
であり、効率性を示す指標。ここでは、労働時間1 時間あ
たりの付加価値（※3）（≒粗利益）を算出している。
（※3）付加価値 ： 会社が「付け加えた価値」のこと。売上
高からその売上げを上げるために要した、外部からの材料
や商品、サービスの金額を差し引いたもの。計算方法は複
数方式存在するが、ここでは、原価を控除した粗利益を付
加価値として計算に用いている。

が
、
労
働
生
産
性
が
下
が
り
、
会
社
に

最
終
利
益
も
残
ら
ず
資
金
繰
り
が
悪
化

す
る
状
態
の
中
で
は
、
や
は
り
そ
の
分

配
が
適
正
か
検
証
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
全
国
平
均
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、

労
働
分
配
率
は
小
売
業
が
五
十
％
程
度
、

飲
食
業
で
も
五
十
五
％
程
度
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

粗
利
益
率
が
低
下
し
、
利
益
額
が
確

保
で
き
な
い
中
で
、
結
果
、
労
働
分
配

だ
け
が
進
ん
だ
状
況
で
あ
っ
た
。

三
．
お
わ
り
に
│
調
査
報
告
総
括

　

以
上
の
調
査
／
分
析
に
よ
り
、第
十
期

〜
第
十
二
期
に
お
け
る
巨
額
の
損
失
は
、

粗
利
益
額
の
減
少
と
販
売
管
理
費
の
増

加
を
中
心
と
し
た
要
因
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

粗
利
益
額
の
減
少
は
、

①
利
益
率
が
低
下
し
た
こ
と
に
よ
る
、利

益
確
保
高
の
減
少

②
売
上
高
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
、利

益
確
保
高
の
減
少

と
い
う
、二
種
類
の
事
象
に
大
別
さ
れ
ま

す
。株
主
総
会
資
料
な
ど
に
目
を
通
し
て

み
る
と
、実
績
報
告
に
し
て
も
、事
業
計

画
に
し
て
も
、売
上
高
に
つ
い
て
は
お
お

よ
そ
よ
く
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、利

益
、特
に
粗
利
益
に
つ
い
て
は
、あ
ま
り

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
て
い
な
い
こ
と

が
窺
え
ま
す
。①
②
は
原
因
が
全
く
異
な

る
た
め
、分
け
て
対
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、外
販
事
業
の
よ
う
に
、実
施
先

や
相
手
先
な
ど
で
収
支
状
況
が
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
多
々
あ

る
も
の
で
す
。売
上
や
利
益
を
一
括
り
に

せ
ず
、事
案
ご
と
に
必
要
な
経
費
の
内
容

な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
成
果
を
確
認
し
、

次
の
施
策
に
繋
げ
る
と
い
っ
た
管
理
機

能
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

経
費
支
出
の
増
加
に
つ
い
て
は
、様
々

な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

主
な
経
費
支
出
と
し
て
、人
件
費
が
あ

り
ま
す
。売
上
に
対
す
る
人
件
費
の
割
合

が
良
く
講
じ
ら
れ
ま
す
が
、今
回
の
ケ
ー

ス
の
よ
う
に
大
き
な
損
失
を
抱
え
る
場

合
は
、抜
本
的
な
売
上
向
上
や
利
益
構
造

の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、売
上
に
対

す
る
割
合
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
ま
り
意

味
を
な
さ
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

企
業
が
活
動
を
し
て
い
く
に
は
マ
ン
パ

ワ
ー
が
必
要
で
あ
り
、人
件
費
は
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
直
結
す
る
た

め
、あ
る
程
度
は
労
働
分
配
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
す
が
、同
時
に
生
産
性

を
高
め
な
け
れ
ば
、利
益
は
枯
渇
し
て
し

ま
い
ま
す
。今
回
の
事
案
で
は
、十
分
な

利
益
の
確
保
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、人

件
費
と
し
て
の
分
配
が
進
め
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
経
費
で
は
、旅
費
交
通
費
や
通
信

費
、（
外
販
の
た
め
の
）販
売
手
数
料
と
い

っ
た
費
目
に
特
に
着
目
し
ま
し
た
。例
え

ば
、水
道
光
熱
費
に
計
上
さ
れ
る
Ａ
重
油

　

左
の
図
表
14
は
、労
働
分
配
率
（
※
１
）

と
労
働
生
産
性
（
※
２
）
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

労
働
時
間
一
時
間
あ
た
り
の
売
上
高

で
は
、
第
十
期
と
第
十
一
期
に
大
き
な
差

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
労
働
生
産
性
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と
い
っ
た
費
用
は
、無
駄
な
使
用
は
控
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、購
入
単
価

の
ア
ッ
プ
な
ど
外
部
要
因
に
も
左
右
さ

れ
ま
す
。そ
れ
に
対
し
、旅
費
交
通
費
や

通
信
費
に
お
い
て
は
、厳
し
い
経
営
状
況

に
も
か
か
わ
ら
ず
、新
た
な
手
当
が
設
け

ら
れ
た
り
、利
用
実
態
が
不
明
瞭
な
ま
ま

携
帯
電
話
等
の
法
人
契
約
数
が
増
加
さ

れ
る
な
ど
、内
部
で
の
人
為
的
な
支
出
増

加
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、販
売
手

数
料
に
つ
い
て
は
、外
販
す
る
際
の
契
約

に
基
づ
き
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、外

販
事
業
そ
の
も
の
が
損
失
を
招
き
な
が

ら
も
拡
大
さ
れ
、継
続
的
に
遂
行
さ
れ
た

点
に
お
い
て
、業
績
悪
化
の
一
因
に
な
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、何
ら
か
の
不
正
行
為
に
よ
っ

て
一
部
の
経
費
支
出
が
増
加
し
た
こ
と

は
否
め
ま
せ
ん
が
、そ
れ
を
も
っ
て
今
回

の
調
査
対
象
年
度
に
お
け
る
業
績
悪
化

の
直
接
的
な
要
因
に
な
っ
た
と
は
考
え

に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。そ
れ
よ
り
も
、社

内
の
管
理
機
能
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

に
起
因
す
る
悪
化
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

事
業
内
容
の
見
直
し
等
と
あ
わ
せ
て
、管

理
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
課
題
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日

　
　
　
　

税
理
士
法
人　

近
代
経
営

　

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

水
上
村
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
４

－

０
３
１
２

男性料理教室のご案内
　65 歳以上の男性を対象に、料理教室を開催します。毎日欠かすことのできない食事をとおして、健康
づくりについて考えてみませんか？料理の基本を学ぶとともに、参加された方々と交流を深めることも
できます。
　初心者の方も大歓迎です。まずは足をお運びください。多数のご参加お待ちしています！

期日　平成 27年 12月 18日（金）
時間　午前９時 30分～午後１時
場所　水上村保健センター　調理室
持参する物　エプロン　三角巾　筆記用具
※参加費は無料です

お申込みは、12月 11日（金）までに、下記担当へご連絡ください。

連絡先　水上村役場　住民福祉課　担当　中村　電話　44-0313

平成 28 年成人式のお知らせ
　平成 28 年成人式の日程が決まりましたのでお知らせいたします。

○前日祭
　日時：平成 28年１月４日（月）午後２時～
　場所：水上中学校　他
　内容：記念植樹・ホームルーム
○成人式
　日時：平成28年１月５日（火）午前10時～
　場所：岩野公民館大研修室

※今年度成人式対象者は、平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれの方です。

お問い合わせ先　水上村教育委員会　担当：川越　TEL44-0333
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教育課からのお知らせ

岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著　者　名 書　　　　名 著　者　名

シルバー川柳１
全国有料

老人ホーム協会
シルバー川柳２

全国有料
老人ホーム協会

「誕生日　ローソク吹いて　立ちくらみ」もの忘れ
も、医者通いも、はたまたビミョーな夫婦関係も。
悩める老後は、笑って過ごすがイチバン！政治も教
育も暗い話の多いニッポン、シニア発、お達者パワー
全開の、笑えて、しみじみするメッセージ満載の一
冊です。

「アーンして　昔ラブラブ　いま介護」川柳ブームの
火付け役となったベストセラー待望の第2弾！社団
法人全国有料老人ホーム協会が主催し、毎年1万を
越える応募作のなかから選ばれたユニークな作品の
数々。本書は、過去の入選作と応募作をしみじみイ
ラストとともに紹介！

もうぬげない ヨシタケシンスケ 掟上今日子の推薦文 西尾　維新

服がぬげなくたって、なんとかなる！？服がひっか
かってぬげなくなって、もうどれくらいたったのか
しら。このままずっとぬげなかったらどうしよう。
でも、なんとかなりそうな気もする…！さて、どう
する ??ヨシタケシンスケ最新刊。

美術館で警備員を務める青年・親切守。彼が警護す
るエリアには訪れるたび、決まってある絵の前で立
ち止まる白髪の美女がいた。彼女は掟上今日子。ま
たの名を、忘却探偵。二人は警備員と観覧客のはず
だった。美術品を巡る、数々の難事件が起こるまで
は――。

下町ロケット２
ガウディ計画

池井戸　潤 泣いて 笑って また泣いた 倉科　透恵

その部品があるから救われる命がある。ロケットか
ら人体へ――。医療界に蔓延る様々な問題点や、地
位や名誉に群がる者たちの妨害が立ち塞がるなか、
佃製作所の新たな挑戦が始まった。日本中に夢と希
望と勇気をもたらし、直木賞も受賞した前作から 5
年。遂に待望の続編登場 !!

倉科透恵は都内で働くごく普通のOL。他の人と違
うのは、彼女が統合失調症だということ。外に出て
電車に乗ることさえ苦痛だった彼女が、SST への
参加を経て仕事探しを始め、様々な困難に直面しな
がらも彼女なりの幸せを手に入れてゆく…読みなが
ら爽やかで温かい気持ちにさせてくれる、元気をも
らえる一冊です。

あこがれ 川上　未映子
ほねほねザウルス
大けっせん！

ガルータ対ヒドラ<前編>

ぐるーぷ
アンモナイツ

みんな、いつか遠くへ行ってしまう。本当の自分を
知っているのにね。生きること、いなくなること、
強くなること。人生のとても柔らかな場所をそっと
照らしだす物語。いちばん大切な人に贈りたい、四
年ぶりの長篇小説。

ベビー、トップス、ゴンちゃんの３人が川下りを始
めたとたんにトラブルが！やがて、なぞの大金持ち
ほねほねマハラジャがあらわれて、とんでもない大
事件にまきこまれます。ベビーあやうし！いまだか
つてない、手に汗にぎる大冒険の始まりです！

世界でいちばん貧しい
大統領のスピーチ

ホセ・ムヒカ
土佐堀川女性実業家
広岡浅子の生涯

古川　智映子

2012年、ブラジルで国際会議が開かれました。そん
な会議も終わりに近づき、南米の国ウルグアイの番が
やってきて演説の壇上に立ったムヒカ大統領。そう、
彼は世界でいちばん貧しい大統領。会場の人たちは小
国の話にそれほど関心をいだいてはいないようでし
た。しかし演説が終わった時、大きな拍手がわき起こっ
たのです。

未だ女性が社会の表舞台に躍り出る気配もない商都
大坂に溌剌たる女性がいた！常に全力、九転十起の
がんばりで、大坂の豪商加島屋を切り盛りし、命の
重さに想いを馳せ大同生命を興す。女性教育にも心
血を注ぎ、日本女子大学の創立にも関わったさっそ
うたる女性の一代記 ! ! NHK連続テレビ小説「あさ
が来た」の原案本です！

☆県立図書館コーナーの本が入れ替わりました！この機会にいらしてみてはいかがでしょうか？☆
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住民福祉課他からのお知らせ

　今年度は「毎月第２木曜日」に
行政相談所を開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：12月10日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌　精二 さん
問い合わせ先
　水上村役場　総務課　内田　☎４４－０３１１

※社会福祉協議会による、相談会も同日開催され
ます。

日　時：12月10日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎４４－０７８２

 

水銀体温計・水銀血圧計回収キャンペーン
～家庭に眠った使用済み水銀体温計・水銀血圧計を回収します～

　家庭に使用済み水銀体温計、水銀血圧計を保持して処理の仕方に困っている人はいませ
んか？
　水銀製品を長く保持したり、誤った処理をしてしまうと環境汚染につながり、人体や自
然に悪影響を及ぼします。
　そこで、使用済み水銀体温計・水銀血圧計を回収しますので、ご協力をお願いします。

対象品目　　水銀体温計・水銀血圧計（※電子式のものは対象外です。）

回収期間　　平成27年 12月 1日（火）～12月 28日（月）まで

回収場所　　水上村役場　住民福祉課

回収方法　　直接住民福祉課窓口までお持ち下さい。

お問い合わせ先　水上村役場　住民福祉課　白川（TEL　44-0313）

 

　消防法の規定に基づき、平成27年度第３回危険物取扱者試験が次の日程で実施されます。
１試験の種類、試験日等

試験の種類 試験日 願書受付期間 受験地
甲種
乙種第１類～

第６類
丙種

平成28年
２月 13日（土）

書面申請
平成28年１月４日（月）

～１月13日（水）
熊本市

電子申請
平成28年１月１日（金）

～１月10日（日）
　※詳しくは、試験案内をご覧ください。
２願書等の配置場所
　受験願書等は、（一財）消防試験研究センター熊本県支部、熊本市消防局・熊本県下消防本
部及び熊本県総務部市町村・税務局消防保安課に12月７日（月）以降配置します。
３お問い合わせ先
　（一財）消防試験研究センター熊本県支部
　　　　　熊本市中央区九品寺１丁目11番４号　熊本県教育会館４階
　　　　　電話（096）364-5005
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す。電源コードが破損していないか、動きが不規
則になっていないか、異常な発熱、音やにおいな
どがないかをこまめに自己チェックしましょう。
　家電製品は永久には使うことはできません。異
常があれば、すぐ使用を中止し、販売店やメーカー
に相談してください。

金融広報アドバイザー（講師）を派
遣します！！
　地域や学校で開催される学習会・講演会へ消費
者教育を行う金融広報アドバイザー（講師）を派
遣しています。悪質商法・生活設計・年金等のテー
マ、開催場所、時間について、御要望を御連絡く
ださい。なお、金融広報アドバイザーへの謝礼、
交通費は不要です。
【テーマ例：「携帯電話を使った消費生活トラブ
ル」、「多重債務にならないために」、「高齢者をめ
ぐる悪質商法」】

農業を始めたい方を応援します！
　「平成 27年度第２回熊本県新規就農・就業相談
会＆体験報告会」を開催します。
新規就農希望者に熊本県新規就農支援センター・
国・県・市町村・県認定研修機関・農業法人等が
就農に関するご相談をお受けします。
◆日時　平成 28年１月 17日
　　　　11：00－ 16：00
◆場所　ホテル熊本テルサ（県庁北側）
◆参加費無料
◆服装自由
◆事前申込書不要

平成２７年度県民介護講座のご案内！
　熊本県介護実習・普及センターでは、一般県民
の方を対象に年間を通して実施している介護講座
の受講生を募集します。
　講座内容や申込書は、ホームページにも掲載し
ています。
◆募集期間　：各講座 2週間前まで
ホームページ　「熊本県介護実習・普及センター」
　　　　　　　http://www.sawayaka.or.jp

農地中間管理機構が農地を『貸したい
方』『借りたい方』を募集しています！
　農地中間管理機構（熊本県農業公社）では、農
業経営を縮小される方などから農地を借り受け、
担い手農家などに貸し出しを行っております。
　『地域の担い手農家に農地を貸したい』、『良い
農地があれば借りたい』という方は、市町村やJA
の担当窓口、熊本県農業公社にご相談ください。

小規模事業者の皆様へ
ものづくり人材の育成に関する支援を新たに
開始しました
　県では、小規模事業者（製造業）の人材育成を
支援するため、専門的知識を持ったコーディネー
ターを配置し、人材育成の様々な相談に無料で応
じる事業を開始しました。
　また、高い技術を持つ講師を企業に派遣して、
技術指導を行う人材育成も実施しています。

長期間使用している家電に注意！
　家に長期間使用している家電製品がありません
か。
　外側から分からなくても経年による劣化で、発
煙や発火などの危険な状態が起こることがありま

お知らせ

お問い合せ先
熊本県介護実習・普及センター
　（Tel）096-354-3091

お問い合せ先
熊本県金融広報委員会（消費生活課内）
　（Tel）096-383-2323

お問い合せ先
熊本県農業公社
　（Tel）096-213-1234
　熊本県農業公社　　検索

お問い合せ先
（公財）くまもと産業支援財団
　上益城郡益城町田原 2081-10
（Tel）096-289-2438

お問い合せ先
（公財）熊本県農業公社新規就農支援センター
（Tel）096-385-2679
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わくわく！パレアフェスタ　vol.14
　子どもたちが体験したり、ものづくりをしたりできるイベントです。肥後ちょんかけごま体
験や化石レプリカ作りなど、22種類のブースがあります。
　また、画家　中島潔さんによる基調講演「お天道様が見ているよ～『地獄心音図』に描いた
日本の心」があります。わらべの絵を描いてこられた中島さんが、地獄絵に取り組もうと思っ
た理由や絵に対する思いを語っていただきます。
　一日中、楽しんでいただけるイベントです。ご家族で、子ども会等の行事で、ぜひお越しく
ださい。

◆期日　平成28年１月23日（土）午前10時～午後４時
◆対象　県民全般
◆会場　くまもと県民交流館パレア
　　　　（熊本市中央区手取本町8-9　テトリアくまもと9階・10階）
◆内容等
　（１）基調講演
　　　①開会行事（午後１時50分～午後２時）
　　　②基調講演（午後２時～午後３時30分）
　　　　講　師　中　島　　潔　氏
　　　　演　題　「お天道様が見ているよ　～『地獄絵図』に描いた日本の心」
　　　　　・料金　無料
　　　　　・申込　ハガキ、ＦＡＸ等で必要事項（①住所　②郵便番号　③氏名　④電話番号
　　　　　　　　　⑤託児の有無）を記載して申し込む。
　　　　　・託児　１歳以上就学前の託児あり。事前（１月７日まで）申込が必要です。
　　　　　・申込期限　１月７日（木）まで必着。
　　　　　・申込先　熊本県生涯学習推進センター
　　　　　　　　　　〒860-8554　熊本市中央区手取本町8-9
　　　　　　　　　　ＦＡＸ　096-355-4317　　メール　manabi@pref.kumamoto.lg.jp
　　　　　・受講通知　１月15日（金）頃までにはがきをもって通知します。
　　　　　・その他　申込多数の場合は、抽選となります。託児も同様です。
　（２）体験イベント（午前10時～午後４時）
　　　①内容
　　　　○ものづくり　勾玉消しゴム、貝がらストラップ、どんぐりストラップ、ミニ焼き杉、
　　　　　　　　　　　アートバルーン、押し花コースター、くまモンとペンギンの折紙、化石
　　　　　　　　　　　レプリカ、メモばさみ、ポンポン、葉っぱのマグネット、丸太コース
　　　　　　　　　　　ター、おじゃめ
　　　　○体験　竹馬、新聞プール、16㎜映写機操作、肥後ちょんかけごま、昔話、ダーツ、
　　　　　　　　ロープワーク、皿回し、落語、ＤＶＤ上映会
　　　②参加方法　当日受付（一部、事前申込が必要なものもあります）
　　　③参加費　ブースによっては材料費（100円程度）が必要な場合もあります。
◆その他　詳しいイベント内容については、熊本県生涯学習推進センターＨＰをご覧ください。
◆お問い合せ先　県生涯学習推進センター　電話096-355-4312

学びネットくまもと 検索
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パソコン講座受講生募集
　「働く人のパソコン講座」を開催します。
　現在働いている方や、定年退職者、育児を終えた方、または 45歳以上で再就職のために
準備をしている方など受講できますので、奮ってご参加をお願いします。

○コ ー ス　初級編の1コース
○日　　程　平成28年 1月、2月、3月の各土曜日のうち８日間
○時　　間　9：00～ 16：00　（合計48時間）
○会　　場　人吉球磨能力開発センター
○内　　容　ワード（文書作成）・エクセル（表計算）の操作
　　　　　　インターネット・デジカメの操作
○募集人員　初級編20名
○申込期限　平成27年 12月 7日～平成28年 1月 8日
　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）
○受 講 料　10,000 円（教科書代2,000円を別途頂、申込と同時に納入下さい。）

　　問合せ・申込先　職業訓練法人　人吉球磨能力開発センター
　　　　　　　　　　人吉市相良町1253-1
　　　　　　　　　　TEL　22-2475

放送大学　４月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成 28 年度第１学期（４月入学）の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送や、インターネットを利用して授業を行う通信制の大学
です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅広い
世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
○ 15 歳以上なら、１科目から学習する選科履修生・科目履修生として入学できます。
○ 18 歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力試験はなく、全科履修生として入
学でき、４年以上在学して 124 単位以上を修得し、卒業すると、学士（教養）の学
位を取得できます。
○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大学エキスパート」を実施しています。

　出願期間は第１回は２月 29 日まで、第２回は３月 20 日まで。
　資料を無料で差し上げています。
　お気軽に放送大学熊本学習センター（☎０９６－３４１－
０８６０）までご請求ください。放送大学ホームページでも受け
付けております。
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ネットdeアカデミー
『鳥獣バスター養成講座』配信中！

　くまもと農業アカデミーでは、農作業の合間や外出先で、スマー
トフォンやパソコンなどオンラインで受講できる『鳥獣バスター養
成講座』を開講しています。
　受講料は無料ですが、動画が視聴できる端末と動画視聴のための
通信料等は各自負担となります。
　内容の詳細やお申込みは、「くまもと農業アカデミー」のホーム
ページで検索、または、熊本県立農業大学校℡０９６－２４８－６６００へ。

『１ha以上の土地取引には、届出が必要です』
○届出の必要な土地取引
　１ｈａ（１０，０００㎡）以上の土地につ
いて、売買・交換・地上権の設定・譲渡
等の契約を締結した場合、届出が必要と
なります。

○届出の手続き
　土地の権利取得者（買主）は、土地の
所在する市町村の国土利用法担当課窓
口（本村の場合は役場企画観光課）に、
契約（予約も含む）締結日を含めて２週
間以内に届け出てください。

◇お問い合わせ先
　・水上村役場企画観光課　　電話　４４－０３１２
　・熊本県地域振興課地域づくり県央推進・調整班　　電話　０９６－３３３－２１８１
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 そ　の　他 小　児　科

12

6 日 こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

人吉医療センター小児科
人吉市老神町（TEL　22-2191）

13 日 古城クリニック
（TEL　44-0321）

田中医院
（TEL　38-0061）

緒方医院
（TEL　35-0131）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（TEL　24-2222）

20 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

やまむら医院
あさぎり町　 （TEL　45-0005）

23 水 宮原医院
（TEL　42-2082）

酒瀬川内科
（TEL　38-0050）

球磨村診療所　
（TEL　32-0377）

公立多良木病院小児科
多良木町　　 （TEL　42-2560）

27 日 渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

増田クリニック小児科
人吉市五日町（TEL　22-3570）

29 火

※29日～31日ついては年末年始用に回覧を作成します。

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町（TEL　24-2222）

30 水 やまむら医院
あさぎり町　 （TEL　45-0005）

31 木 増田クリニック小児科
人吉市五日町（TEL　22-3570）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

12

6 日 高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

13 日
クスノキ薬局桜の里店（水上村） （TEL　47-8123）

くま薬局（相良村） （TEL　35-1300）

20 日
犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）

エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

23 水

山口薬局ピーチ店（多良木町） （TEL　42-7712）

つばめ薬局（錦町） （TEL　25-2500）

多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）

山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

27 日
※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

※29 日～ 31 日については年末年始用に回覧を作成します。

球磨郡医師会休日在宅医当番（12月）

休日当番薬局（12月）



27 2015.12　広報　みずかみ

12月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

燃えるごみ
10日・24日：アルミ缶・スチール缶・透明びん・
                茶色びん

3日・17日：燃えないごみ・鉄くず・
              ガラス・陶器

資源ごみ

燃えないごみ

7日・14日・21日・28日

年末年始の人吉球磨クリーンプラザ開場日

年末年始にごみを個人で直接搬入される場合は、次の開場日をご利用ください。

年月 平成27年 12月 平成 28年１月
日 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4
曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

休
場
・
開
場
案
内

開
場

休
場

開
場

休
場

開
場

休
場

以
降
通
常
通
り
開
場

　※　開場時間は、午前８時 30分から午後５時 00分まで。
　※　12月 29日・30日は混雑が予想されます。早めの搬入をお願いします。

～　ごみの減量化及び分別にご協力ください　～
★お買い物にはマイバッグを持参しましょう！

お問い合せ先　　住民福祉課　担当：白川　TEL４４－０３１３



　今年も江代地区の藏座利秋さん
から菊の花を提供いただきまし
た。役場の玄関前に美しく並んで
おります。すばらしい花をありが
とうございました。
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人のうごき
平成27年10月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,330（－5）

1,089（－4）

1,241（－1）

   920（－1）

表紙
の説
明

12月の行事予定

※予定ですので、変更になることがあります。

　11月８日（日）に
行われた水上村制
施行120周年記念
式典の様子です。
写真は水上村民憲
章の唱和をしてい
るところです。記事
は本誌２・３ページ
に掲載。

  5 日（土）　湯山保育所発表会
  6 日（日）　湯山一周駅伝
12日（土）　岩野保育所発表会
20日（日）　球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会
28日（月）～ 30日（水）
　　　　　　消防年末警戒
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